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はじめに

　衣服のいやな臭いを防ぎ、汚れ落ちのよい洗剤、
衣服をふんわりと仕上げ、「いい」香りのする柔
軟剤、豊富な種類の化粧品、保存のきく多種多様
な加工食品などは私たちの日常にありふれた生活
必需品であるが、これらには様々な化学物質が含
まれている。確かに化学物質によって私たちの生
活の利便性は向上したかもしれない。しかし、昨
今では、香害や化学物質過敏症、アレルギーな
ど、身近な化学物質が重大な健康被害を及ぼした
り、環境汚染の原因になったりすることも明らか
になってきている。
　では、私たちは日常に潜む化学物質とどう向き
合っていけばいいのだろうか。この大きな疑問を
考える手がかりを求めて、生活クラブ事業連合生
活協同組合連合会（以下、生活クラブ）の企画部
SR推進課の沼尾氏、三木氏、山本氏にお話しを
伺った。
　生活クラブには、組合員と生産者が連携して、
妥協しない徹底した品質管理に取り組んできた実
績がある。生活クラブが掲げる「消費材１）10 原
則」の第 6原則には、「有害化学物質を削減します」
と明記されていることからわかるように、化学物
質の取り扱いに対しても、様々な工夫を行ってき
たのである。
　なお、生活クラブ誕生の経緯や初期の取り組み
については、『くらしと協同』第31号（2019年冬号）
の特集に掲載された記事「消費者の視点からゲノ
ム編集食品を考える―食の安全に対する生活クラ
ブの取り組み」を参照されたい。

特集　生活の中の化学物質を問う

くらしと協同 2023 冬号（第 46 号）

１）消費材とは _ 取り扱う食品や生活用品を利潤追求が目的
の「商品」ではなく、実際に使う人の立場にたった材で
あるという思いを込めて「消費材」と呼んでいる。

２）「持続可能な生産と消費」推進制度とは _ 組合員と生産者
が関わりながら、消費材の品質と生産管理レベルなどを
向上させる取り組みである。
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化学物質に対する基本的な考え
方

――食品はもちろん、化粧品や洗剤、消臭
剤など日用品に使用される化学物質には生
活の利便性を向上させる側面があると思い
ますが、一方で、香害やアレルギー、環境
汚染など問題も深刻になってきています。
化学物質の利便性と健康や環境への影響に
ついて生活クラブではどのようにバランス
を取っているのでしょうか。

【生活クラブ】疑わしきは使わずという予
防原則に基づき、健康をおびやかし環境を
破壊するおそれのある化学物質の使用を減
らすとともに、環境への放出を削減するこ
とに努めています。生活クラブでは、「持
続可能な生産と消費２）」推進制度を実践し
ていて、持続可能性を阻害しないことが前
提です。
　以前、缶詰の内面塗装から環境ホルモン
物質のビスフェノールAが溶け出ている
ことが問題になったことがありました。そ
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の際、ある生協では、缶詰の供給を一切止
めてしまうという事態になったのです。し
かし、生活クラブでは缶詰の供給を続けな
がら、この問題を解決していこうとしまし
た。生産者とともに製缶メーカーに働きか
けて、それまで 30 ～ 60ppb 程度が溶け出
ていたところを、10ppb に以下まですると
いう業界の自主基準を作ってもらって低減
していくやり方です。取引は続けながら交
渉していくというのは、持続可能な方法だ
と思います。加えて、この事例は業界全体
に影響を与えました。生活クラブの消費材１）

だけについて対応してもらったということで
はなく、業界全体での取り組みにつながっ
たのです。
　化学物質の利便性とのバランスでいえ
ば、利便性については犠牲にしているかも
しれません。安全性をより重視していると
いうことです。例えば、ペットボトルに入っ
た調味料を販売すれば、持ち運びに便利で
すが、その後の処理や、ペットボトルから
溶け出す物質のことも考えて、できるだけ
ガラスびんを使うことで化学物質を避けて
います。
　また、食品添加物については、日本で認
可されている 741 種類のうち、用途を限定
し、98 種類だけを使えるようにしていま
す。例えば、重合リン酸塩はプロセスチー
ズを作る際に不可欠且つプロセスチーズは
は不可欠なため、チーズに限って使用しま
すが、他の食品には使わないと決めてい
ます。
　とりわけ生活用品においては、合成洗剤
の取り扱いを 1970 年代に中止しせっけん
の共同購入に取り組んできました。
　農薬についても減農薬に取り組んでい
ます。

原点となった取り組み

――化学物質をなるべく使わずに消費材１）

を生産するという、現在の生活クラブの姿
勢は、当然、生活クラブの長い活動のなか
で培われてきたものだと思いますが、その
原点となった取り組みはどのようなもの
だったのでしょうか。

【生活クラブ】ウインナーの取り組みがま
さに原点のひとつだと思います。1970 年
代、業界の常識では、ウインナーには食品
保存料が入っているため、簡単には腐らな
いものと考えられていました。そのため、
保存料を使用していないウインナーであれ
ば、当然常温ではすぐ腐るわけです。生活
クラブの物流が整備されていない頃、大半
の消費材１）が常温で配送されていたため、
２月の実験取組みで冷蔵保存されていない
配送トラックでウインナーも腐らせてしま
うことがありました。にもかかわらず、完
全無添加を求める組合員の声は止みません

完全無添加のウインナー
（生活クラブホームページより https://seikatsuclub.
coop/news/detail.html?NTC=1000000469）
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でした。そこで、保存料を使用しないウイ
ンナーを安全な状態で保つための更なる実
験を組合員と協力して実施し、冷蔵下では
完全無添加でも製造から 1週間保存可能で
あることが確認されました。
――生活クラブが組合員と手を携えて歩ん
できたことを象徴するような取り組みです
ね。合成洗剤を可能な限り使用しないとい
う、せっけん運動もまさに、組合員の声が
もとになって展開された、原点というべき
運動だと思いますが、品質という点では、
どうなのでしょうか。界面活性剤を使わな
いことで、洗浄力や使い心地に違いはある
のでしょうか。

【生活クラブ】例えば、洗濯せっけんの初
期に販売されたものは溶けにくかったので
すが、顆粒状にして中に空気が入るような
成型方法（造粒方法）によって、使いやす
く改良していきました。また、去年から洗
濯用せっけんの３品目で原料の一部が海外
産パーム油から国内産の廃食用からリサイ
クルした油に変わりました。

化学物質がもたらす弊害への対応

――現在、香害や化学物質過敏症、アレル
ギーなど、日常のなかで避けることの難し
い化学物質が原因で苦しんでいる人々がい
ますが、生活クラブでは、こうした観点に
も意識を向けて消費材１）の開発に活かし
ておられるのでしょうか。

【生活クラブ】「持続可能な生産と消費２）」
推進制度のもとで策定された自主基準に
は、生活用品について香料不使用を推奨す
る項目が複数あります。できるだけ合成香
料を使用しないことや、香料を使用しても

中身を開示できるような香料を選ぶことを
推奨しています。したがって、せっけんも
香料は添加していますが、中身が開示でき
る香料や、香りの強過ぎないものを使うよ
うにしています。もちろん全てを天然でま
かなえるわけではないですが。化粧品であ
れば、基剤臭といって原料の持っている独
特の化学物質の臭いをマスキングするため
に、できるだけ天然香料を使用するように
しています。

――どうしても使う必要がある場合は、合
成香料も使用するということですね。

【生活クラブ】そうですね。あとは無添加
のものと選べるようにしています。無添加
粒状せっけんのほうは香料を使っていない
んです。ただ、香料を使用していない場
合、例えば、衣替えして久しぶりに着よう
としたときの酸化臭を解決するにはひと手
間（再度洗濯）が必要です。

――その意味では、化学物質の利便性との
バランスを考えてしまいますね。手間がか
からない代わりに、化学物質が多く含まれ
ているものを選ぶのか、少し手間をかけて
も可能な限り含まれていないものを選ぶの
か。とても難しい問題だと思ってしまいます。
組合員さんは合成洗剤を使わないことで生
じる手間について、色々と工夫はされてい
ると思いますが、どのように考えているん
ですか。

【生活クラブ】納得され折り合いをつけて
使っているのかなという印象です。会員生
協の機関紙において、せっけんの使い方の
コツが特集されることがありました。臭い
が気になる場合は、エッセンシャルオイル
や白いせっけんカスにはクエン酸を活用す
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るというのが、組合員のなかで語られてい
ます。

誰もが安心して使える
化粧品づくり

――化学物質の塊の代表格といえば、化粧
品だと思いますが、生活クラブでは化粧品
に使用される物質についてどのような工夫
をされているのでしょうか。

【生活クラブ】生活クラブの基礎化粧品は、
自社生産できている生産者 3 社と一緒に
作っています。ハイム化粧品㈱、㈱ジャパ
ンビューティープロダクツ、エコーレア㈱
という会社です。エコーレアはせっけんの
生産者の関連会社で、化粧品の販売部門で
す。ハイム化粧品は、昔から原料の全開示
を行っています。生活クラブの基礎化粧品
やメイク品も、成分の開示はもちろんのこ
と、配合割合まで生活クラブに対して開示
してくれるんです。化粧品って、あまり見
せたくないノウハウの部分があるので、そ
ういった開示はしないのですが、できるだ
け開示をしてくれるという姿勢にひかれて
提携しています。
　食品添加物の場合は、使っていい食品添
加物リストを用いて、安全性をコントロー
ルしていますが、化粧品の場合は、使って
はいけない原材料一覧に留まっているのが
現状です。ハイム化粧品が当時使用してい
なかった原料と、過去に皮膚トラブルが発
生したことで旧薬事法が禁止している原料
をリスト化して、化粧品を開発しています。
増え続けている原料の更新が追いついてい
ないのですが、できるだけ安全なものを選
ぶ心がけはしています。例えば、組合員か
ら皮膚トラブルの相談があれば、どういう

ものを使っているか配合割合まで開示でき
ますし、どこでどのように作られたのかト
レースができますので、問題が生じたとき
の対策はしています。

生産者とともに歩む

――最近では営利企業でも、むやみやたら
と化学物質を使用することは止めていこう
とする動きはあると思いますが、化学物質
の使用を削減する活動において、生活クラ
ブとしての独自性はどういった点にあるか
教えてください。

【生活クラブ】生活クラブの自主基準では
人畜共通の抗菌剤は、耐性菌の問題があり
ますから、なるべく使わないようにしてい
ます。現在では、法律でも禁止されるよう
になりましたが、政府の基準が後から追い
ついてきたという感じです。私たちが政府
より先に取り組んでいたということですね。

――法的規制や政府からの指示を待つので
はなく、問題があると判断されることには
自ら率先して取り組んできたことは、生活
クラブの実践の特徴ですね。

【生活クラブ】基本的に生活クラブは化学
物質だから全部ダメだという立場ではない
です。環境ホルモンへの対応の際も、一気
に提携を停止するのではなく、生産者に働
きかけて食べながら使いながら変えていく
というのが基本的な立場です。
　昔の言葉を使って、生活クラブは「素性」
を確かめるという表現をしています。つま
り、わかって食べるということです。化学
物質を使っているからダメなのではなく、
どういう化学物質が使われていて、何のた
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めに使われているのか、それを代替するこ
とができるのか否かを考え、できなければ
使わざるを得ないし、代替可能であれば使
わないという結論に至ります。
　東京電力の原発事故による放射能汚染が
問題になったとき、もう一切食べたくない
という人もいましたが、生活クラブではわ
かったうえで食べることをします。なぜな
ら、生産者も被害者ですから、一切食べな
くなってしまったら、生産者は続けていけ
なくなります。ただし、わかって食べるた
めには、放射能レベルをきちんと測定して、
何ベクレル含まれているかをわかったうえ
で食べようという取り組みを組合員ととも
に実践してきました。それが生活クラブの
化学物質に対する基本的な考え方と同じだ
と思います。

消費者としての責任

――自主基準の策定にあたって、色々な専
門家の意見を聞いたり、専門知を根拠にし
たりしているのでしょうか。

【生活クラブ】特定の物質を使用しないと
決める際には、色々と情報収集します。日
本は化学物質に対する規制が緩いので、日
本の情報はあまり参考にならないんですよ
ね。むしろEUの状況が一番参考になりま
す。ビスフェノールAについてはアメリ
カを含め世界的に規制されていますが、環
境ホルモン系はEUの規制が厳格です。
　3、40 年以上前になりますが、三重大学
の坂下栄先生は合成洗剤研究の第一人者
で、生活クラブの検査室長になっていただ
きました。また、生活クラブの職員が講師
として組合員に対して説明をする、せっけ
んに関する学習会もたくさん開かれていま

した。それぞれの会員生協では専門家を呼
んで勉強会を実施していますね。

――現在の法律や制度にはまだまだ改善し
ていく余地はありますが、消費者が力を合
わせて声をあげていけばよい方向に変わっ
ていく可能性はあるように思っています。
生活クラブは、政府への提言や他の消費者
団体との連携など社会的な働きかけはして
いるのでしょうか。

【生活クラブ】GM対策や放射能に反対す
る署名活動、政府への提言はしています
し、最近ではALPS 処理水に対して意見
を出しました。ただ、消費者が声をあげれ
ば、物事が改善するかというと、それは難
しい部分があるように感じます。1960、70
年代の公害の場合、明らかに加害者と被害
者がはっきりしていたので、消費者が声を
あげやすかったし、それが社会の変化に大
きな影響を与えたと思います。しかし、今
は被害者と加害者がわかりにくくなってい
る面があります。例えば香害だと、合成香
料をたくさん使った柔軟剤を使用している
消費者が加害者にもなっていますよね。か
つてほど社会の構図が単純ではなくなって
きているので、消費者が声をあげようとし
てもそれをまとめていくのがとても大変に
なってきているのかなとは思います。

――最後に、より多くの消費者が自覚的に
なっていくために、協同組合はどのような
役割を果たしていけるとお考えか教えてく
ださい。

【生活クラブ】組合員は、転勤や引越しで
どんどん入れ替わっていくのですが、協同
組合を通じて色々なことを学んでもらっ
て、生協を離れても基本的な考え方やもの
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の見方を持ちながら生活してもらえれば
と。生協は教育機能を持っていると思うん
ですよね。厳しい時代ですが、生協は誰一
人取り残さないという理念をずっと掲げて
いて、それは今の SDGs にもつながってる
ことです。
　また、自分たちでどういうものが欲しい
のか、わかりやすい基準を作成して、消費
者と生産者が一緒に力を合わせて取り組ん
でいければ、もっと様々なことが実現でき
るのではないかと思っています。

おわりに

　化学物質はあまりに私たちの生活に氾濫
しすぎているため、それらをうまく避けな
がら生活することは不可能だと思われがち
だ。しかし、このたびの取材から明らかに
なったことは、生活クラブは有害な化学物
質を可能な限り避けながら、現実主義的で
持続可能な仕方で化学物質とつき合ってき
たことである。それは、消費者の組織であ
りながら、生産者とともに歩んできたこと、
すなわち「誰一人取り残さない」という理
念の実践である。これこそまぎれもなく生
協の原点なのではないだろうか。
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